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　　学校の教育的機能の拡大過程

〜戦後の 学校行事の変遷に注目して 〜

山田真紀 （東京大学大学院）

1，本研究の課題

　日本の 学校で は 運動会や学芸会、遠足 、 修学旅行、

卒業式など、 年間を通 して さまざまな学校行事が催さ

れ て い る 。 こ れ らの 学校行事は わ が国の教育制度が
一

応の完成をみ た明治 20 年代に は、ほ ぼ 全国的 に行 わ

れ る よ うに な っ て い た。先行研究に よ れば、大正期 に

おける新教育運動 の な か で 学芸的行事に新た な教育的

意義づ けがなされた り、昭和初期か ら終戦 に か けて は

国家主義的
・
軍国主義的色彩が濃 くな る な ど、時代の

世相を反映して そ の 性格に多少の変化があっ た もの の 、

学校行事は
一貫して 天皇制イデ オ ロ ギ

ーとの 関連を密

接 にもっ た教育活動 で あっ た と い う。 そうである なら 、

終戦直後の 学校教育制度の大転換の なか で 、 学校行事
は どの よ うに 継承され 、現在に まで 存続 し て きたの だ

ろ うか 。 そ こ で本研究で は （1）終戦直後か ら 1958

年に教育課程化され る まで の 10 年余の 間に学校行事

はどの ような位置づけで どの ように実施されてきたの

か 、　（2）どの ような経緯で教育課程化されたの か、（3）
教育課程化 された後に どの ような内容と性格 の 変遷 を

遂げて きたの か 、 とい う3 点に焦点を絞 っ て 、戦後の

学校行事の変遷を跡付ける こ とを課題とする。 山田 ・

藤田が述べ て い る ように、　「広義の 学校行事」は社会

が学校教育 に 期待する教育的機能を反映する鏡 として

扱うこ とができる 。
つ まり、広義の 学校行事に どの よ

うな活動が含まれて い るか を調べ る こ とで、社会が学

校に期待する教育的機能の 種類と範囲を知ることがで

きる の で あ る 。
こ の ような観点か ら戦後の 学校行事の

変遷 を追 うこ とに よっ て、学校の 教育的機能の 拡大過

程を明らか に し、 現在進め られ て い る学校機能の 再検

討 に資す る資料 を 提示 して ゆ きた い と考え て い る 。

2 ．終戦直後 の 学校行事の 実施状況 に つ い て

　まず、学校行事の なかで も最も天皇制イデ ロ ギ
ー

と

密接な関連をもち、皇国民錬成 の ために利用 され て き

た儀式的行事 に 注目 して、終戦直後の継承の されかた

に つ い て考察する 。 学校儀式は明治 24 年 6 月の 「小
学校祝 日大祭 日儀式規程」、そ して それ に 続 く明治 3
3年 8月の 「小学校令施行規則」に お い て 、天皇へ の

万歳奉祝や教育勅語 の 奉読 を行 うとい っ た儀式挙行 の

雛型が規定された 。 さらに 、昭和 10 年代に入 り国民

精神総動員運動が始ま る と、国家主義的 ・軍国主義的

な学校教育制度へ の転換の なか で 、 それ まで 以上 に儀

式 と行事が重要視され るように な っ た 。 昭和 16 年 3

月の 「国民学校令」で は 「皇国ノ道二 則リテ初等普通

教育 ヲ 施 シ 国民 ノ 基礎的錬成 ヲ為ス 」ため に 儀式や 行

事を重視する こ とが明記 され て い る 。 こ の よ うに 国家

主義 ・
軍 国主義の 色彩を強め て い た学校儀式は、終戦

直後の学校教育制度の 大転換 におい て、どの よ うな断

絶 と継承を経験 した のだろうか 。

　終戦直後 の 教育に 関する 政令 ・
通達を集め た 「終戦

教育事務処理提要」による とその辺 りの事情を知る こ

とが で きる 。 昭和 21 年 7月に 三 重県知事か らの 「四

大節に於け る学校挙式は今度い か にすべ きか」とい う

問い 合わせ に対 して 、学校教育局長は 「目下研究中で

ある が差当り挙式の 内容順序につ い て は 学校長 の 識見

に於て措置する こ とが妥当である」と返答して い る（三

学三 二号） 。 こ こ か ら、 挙式の 内容順序は学校長の 識

見に 任せ られたが 「四大節に於ける学校挙式」自体は

継承され て い た こ とが分か る。 その 後、昭和 22 年 6
月に は 「学校に お ける宮城遥拝等に つ い て （発学二 三

九号）」にて 「宮城遥拝、天皇陛下万才は今後やめる

こ と ・す る」とし、儀式におい て天皇崇拝を児童 ・生

徒に強要 して は い けな い こ ととなっ た 。 そ して、昭和

23 年に四大節に代わ っ て 厂国民の祝 日」が制定され

ると、国民 の 祝 日に 「それ ぞれ の分野 に お い て特に 関

係 の 深い 過去の人 々 」、特に 「民主的 、 平和的文化国

家建設 に ふ さわ しい 人」を選ん で 「頌徳祭 、 感謝祭、

講演会等の 行事を行い そ の 人をうや まい そ の業績 をた

たえ る」よ う要請 して い る （官秘七 八 号） 。

　 つ ま り、行事の 内容は国家主義的な もの か ら民主的

なもの へ と転換 したが、祝 日に儀式を行 うとい う 「枠

組」自体は存続 して い た こ とが分かるの である。

　 さて、儀式的行事以外の学校行事は 、　「品川区教育

の あゆみ」によると、GHQ からの実施の奨励 を受け

て 、小学校で は 22 年頃 か ら、新制中学校で も 23 、

4年頃か ら遠足や修学旅行などが再開され て い た 。
こ

の よ うに学校行事は教育的意義の 変遷 を経つ つ も、戦

前 の 枠組をほ ぼ その まま継承 し、 実施 され て い た の で

ある 。

3，学校行事の教育課程化まで の流れ

　こ の ように学校行事は戦前の枠組をほ ぼその まま継

承 し、各学校の伝統 に基づ い て実施 されて い たが、教

育課程 の なか で は何の 規定も受け て い なか っ た 。 これ

らの 活動が どの よ うに 教育課程化さ れ る に 至 っ たの か 。

その 軌跡を学習指導要領の改訂を手掛か りに 3つ の 時

期に 区分 して跡付けて み た い
。

（1＞昭和 22 年 「自由研究 の 時代」

（自由研究の 時間の代用活動 として）

　終戦直後に 出された学習指導要領の 試案で は 、新教

育運動の 流れ を受けて 、 新た に 「自由研究」の時間 が

創設された 。
こ こ で は 「個人の 興味と能力に応じた教

科 の 発展 として の 自由な学習」　「クラ ブ組織に よ る活

動」　「当番の仕事や、学級要員 として の仕事」が行わ

れる こ とに なっ て い た 。 しか し具体的にどの ような活

動や学習を行 っ た らよい の かが曖昧であ っ たため、現
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場 の 教師達 は 自由時間 の ために充て られ た週 2 時間を

もてあました とい わ れ て い る 。 国立教育研究所の調査

に よるとこの 時間を学校行事によっ て埋めて い たとい

う実態が明らか に され て い る 。 つ まり 「伝統的に行事

の種類は大体定まっ て い る し、 そ の運営 も年々行われ

る 。 従 っ て それ に児童生徒 を参加させ る こ とは 、

一応

手取 り早 い こ とで 、 児童生徒 の 生活を自ら運営す る と

い う態度 の 涵養に もなる」と考えられ て い た の で あ る 。

（2）昭和 26 年 「教科以外 の活動」の時代

（集会活動の
一

部 として）

　4年後に改訂され た学習指導要領試案で は 「自由研

究」の 時間 は廃止され 、 その代わ り 「教科以外の 活動

（小学校）」　「特別教育活動 （中学校）」が新設され

た 。 こ こ で は 「民主的組織の もとに 、 学校全体の 児童

が学校の経営や活動に協力参加す る活動」や 「学級を

単位 と して の 活動」を行うこ とに な っ て い た 。 そ して

前者の活動に、儀式や運動会、学芸会とい っ た学校行

事に 相当す る もの が含 まれ る ように な っ たの で ある。

（3）昭和 33 年 「学校 行事等」の時代

（学校行事が教育課程化 され る）

　昭和 33 年に改訂された学習指導要領で は、学校行

事は 「教科」　「道徳」　「特別教育活動」と並んで教育

課程 を構成するひとつ の領域 と して位置付けられ た 。

しか し こ こ で 「特別教育活動」と 「学校行事等」を 並

立 した こ とか ら前者は児童生徒が中心となる活動であ

り、後者は学校が計画実施する管理的活動で あるとい

う差異化がなされた 。 学校行事が教育課程化 された背

景に は、無 隈定に拡大 して しまっ た学校行事を整理 し、

真に教育的な活動 だけ を計画的に行お うとする意図が

あ っ たの だが 、こ の よ うな事情か ら、学校行事の教育

課程化は道徳の新設 と ともに、学校 を管理的なもの に

する政策の 一貫と して解釈され 、批判さ れ る ように な

っ たの で ある 。 その 後、昭和 43 年以降の 学習指導要

領で は、学校行事は 「特別活動」を構成する 下位領域

の ひ とつ として 位置づ け られ るようになっ た 。

r

4 ．学校行事の拡大 と精選

　 1958 年に学校行事が教育課程化された の ち、3
回の改訂 を経て 現在に 至 っ て い る 。 その 間、従来の 枠

組に 「安全的行事」や 「勤労 ・生産的行事」な ど が 加

えられ、社会の 動向とともに学校行事の内容も変遷 ・

拡大して きた 。 先に発表 され た 「教育課程の 基準の 改

善の基本方向に つ い て （中間まとめ）」で も学校行事

に 関して 「自然体験，異年齢集団の活動や高齢者との

触れ合 い ，ボ ラ ン テ ィ ァ活動等体験的 な活動を重視す

る」 と述べ られ て お り、 自然体験や異年齢集団と の 交

流、福祉祉会へ 向けて の ボ ラ ン テ ィ ア精神の 涵養な ど

が社会的に 要請され て い る 状況下 で 、学校行事の 内容

も変化 しつ つ ある こ とが分 か る 。 こ の よ うな社会的な

要請下 の もとで 拡大を続ける
一

方、学校行事の 歴史は

「精選」の 歴史であ っ た とい っ て も過言ではない 。 昭

和 35 年 の 「中学校学校行事等指導書」の 総論で も「こ

れ らの 教育活動が全体の教育活動の うちで果た して い

るそ の 意義と役割を認め て 、 こ れを計画化 し 、 組織化

する根拠を明確にする と同時に、教育的な価値の 必ず

しも高くない もの を排除して 、 教育の 効率化を図」る

た め に学校行事 の 「精選整理」を行うこ とを強 く要請

して い る 。 また 、 現行の学習指導要領で も 「学校行事
に つ い て は 、 学校や地域及び児童の実態に応 じて、各

種類 ご とに、行事及びその 内容を精選 して実施する こ

と」と明記 され て い る 。 特に近年 、 学校週五 日制完全

実施を目前 として 「学校の ス リム 化」の か け声の もと

で学校行事の 精選 ・厳選が進め られて い る こ とは周知

の通りで ある。 こ の ような学校行事の 拡大 と精選 は、

変化する社会の なか で学校教育が い かなる教育的機能

を果たしてゆ くべ きな の か とい う議論を反映 して い る。

発表当日は、学習指導要領改訂 の それぞれ の 時期 に、
どの よ うな学校行事が新たに取 り入れ られ 、 どの よう
な活動が 精選 の 対象に な っ て きた の か を通 し て 、学校

教育の教育的機能の種類 と範囲 の 変遷 を跡づ け る作業

を行 い たい と考え て い る 。

5，お わ りに

　現在、社会変化や教育改革の 流れの なかで 、 学校教

育が担 うべ き役割につ い て の再検討が急速に進め られ

て い る。本研究は学校行事の拡大と精選の プ ロ セ ス を

通 して
、 学校の 教育的機能が社会の どの ような要請を

受け て変遷 して きたの かを明らか に す る こ とで、日本

の学校教育の教育的機能の種類 と範囲を相対化 し、学

校 機能の 再検討 を行 っ て ゆ くうえで の 資料を提供で き

るの ではない か と考えて い る 。 また、現在、学校週五

日制の 影響の もと で、学校行事が安易 に縮小 ・削減 さ

れ る とい う事態が起きてい る 。 日本の 学校にお い て学

校行事を通 してさまざまの 教育的役割が遂行 され、そ

れ らの 活動が 教師や生徒 の 学校生活 に大きな影響 を与

えて い る の な ら、さらに 、削減された教育的役割を代

替する機関 が い まの と こ ろ ほ と ん ど存在 しな い の な ら、
これ まで学校行事が担っ て きた社会的機能に つ い て早

急に検討する こ とが求め られ る だろ う。 本研究がその

作業の
一

端を担え る な ら幸い で ある 。
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